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次
世
代
無
線
通
信
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
電
波
の
安
全
性
評
価

李 
研
究
室

脳
波
や
心
電
、
脈
波
な
ど
の
生
理
セ

ン
サ
や
、
速
度
・
加
速
度
な
ど
の
運
動

セ
ン
サ
を
人
体
の
表
面
や
内
部
に
取
り

付
け
、
人
体
近
傍
の
無
線
通
信「
無
線

ボ
デ
ィ
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
介

し
て
信
号
を
伝
送
す
る
こ
と
で
、
取
得

し
た
生
体
情
報
を
健
康
管
理
や
見
守
り

シ
ス
テ
ム
に
活
用
す
る
技
術
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
う
し
た
各
種
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル
端
末
を
用
い
、
人
体
周
辺
エ
リ
ア
で

高
速
、
か
つ
信
頼
性
の
高
い
無
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

通
信
性
能
と
安
全
性
を
両
立
す
る

李
鯤
准
教
授
は
、
移
動
通
信
や
ア
ン

テ
ナ
・
伝
搬
、
生
体
電
磁
学
を
基
盤
と

し
、
特
に
無
線
ボ
デ
ィ
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
分
野
に
お
い
て
、
次
世
代
ワ

イ
ヤ
レ
ス
通
信
と
電
波
の
安
全
性
評
価

を
目
的
と
し
た
無
線
周
波
数
電
磁
界

（
Ｒ
Ｆ–

Ｅ
Ｍ
Ｆ
）の
高
度
化
に
取
り
込

ん
で
い
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス
領
域
で

は
、
主
に
ア
ン
テ
ナ
や
電
波
伝
搬
、
電

磁
両
立（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）を
、
Ｒ
Ｆ–

Ｅ
Ｍ
Ｆ

領
域
で
は
生
体
電
磁
学
や
電
波
安
全
性

を
考
慮
し
た
通
信
シ
ス
テ
ム
設
計
や
医

療
応
用
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、
人
体
と
高
周
波
Ｅ
Ｍ

Ｆ
の
相
互
作
用
を
解
析
・
実
験
す
る
こ

と
を
通
じ
、
小
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端

末
や
埋
め
込
み
型
端
末
に
加
え
、
複
数

の
送
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
通
信
経
路
を
確

立
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
技
術
を
対
象
と
し
、

実
電
波
環
境
を
模
擬
す
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
装
置

で
端
末
性
能
を
評
価
す
る「
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ｏ–

Ｏ
Ｔ
Ａ
シ
ス
テ
ム
」
や
、
人
体
に

対
す
る
電
波
の
ば
く
露
安
全
性
を
評
価

す
る
手
法
な
ど
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

李
准
教
授
は「
無
線
通
信
性
能
と
電
波

の
安
全
性
を
両
立
さ
せ
、
通
信
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
最
適
化
を
実
現
す
る
」
こ

と
を
研
究
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。

電
波
ば
く
露
に
よ
る
生
体
安
全
性

評
価例

え
ば
、
生
体
電
磁
工
学
の
テ
ー
マ

で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｆ
ド
シ
メ
ト
リ（
ば
く
露

量
測
定
）
の
モ
デ
リ
ン
グ
と
動
物
実

験
、
適
合
性
試
験
を
通
じ
て
電
波
ば
く

露
へ
の
生
体
安
全
性
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
高
周
波
の
影
響
と
し
て
は
、
主
に

温
度
上
昇
に
伴
う「
熱
作
用
」
が
あ
り
、

特
に
ミ
リ
波
や
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
と
い
っ

た
強
い
高
周
波
は
人
体
表
面
の
局
所
的

な
体
温
上
昇
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
李

准
教
授
は
、
こ
の
熱
作
用
に
起
因
す
る

電
磁
界
ば
く
露
量
を
中
心
に
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
ヒ
ト
前
腕
に
ば
く
露

し
た
実
験
か
ら
、
皮
膚
に
お
け
る
吸
収

電
力
密
度（
Ａ
Ｐ
Ｄ
：
単
位
面
積
当
た

り
の
吸
収
電
力
を
体
表
面
で
平
均
化
し

た
量
）
と
、
こ
れ
に
起
因
す
る
体
表
面

の
温
度
上
昇
と
の
間
に
線
形
関
係
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
理
論
的
な
ド
シ
メ
ト
リ
の
導
出
、

電
磁
界
分
布
に
基
づ
い
た
熱
伝
達
の
数

値
解
析
、
医
学
部
と
連
携
し
た
ミ
リ
波

ば
く
露
の
動
物
実
験
と
い
う
三
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
検
証
を
重
ね
、
妥
当
性
の

高
い
電
波
ば
く
露
の
評
価
手
法
を
確
立

し
て
い
ま
す
。
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今
後
は
、
動
物
実
験
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
人
体
の
皮
膚
組
織
の
温
熱
生

理
モ
デ
ル
に
適
用
し
、
適
切
な
熱
パ
ラ

メ
ー
タ
を
導
入
し
て
ミ
リ
波
ば
く
露
時

の
温
熱
応
答
や
細
胞
機
能
変
化
を
数
値

的
に
解
析
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
李
准
教
授
は
米
電
気
電
子
学
会 

（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
の
国
際
電
磁
安
全
委
員

会（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）の
標
準
化
活
動
に
も
参

加
し
て
お
り
、「
ミ
リ
波
ば
く
露
の
人

を
目
指
し
、
企
業
と
共
同
で
無
線
電
子

雷
管
発
破
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
発
破
工
事
で
は
有
線
シ
ス

テ
ム
を
用
い
る
こ
と
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
作
業
員
が
危
険
区
域
で
長

時
間
労
働
す
る
必
要
が
あ
り
、
崩
落
リ

ス
ク
を
伴
う
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま

す
。
無
線
化
に
よ
っ
て
発
破
工
事
を
自

動
化
で
き
れ
ば
、
雷
管
装
填
作
業
を
無

人
化
で
き
、
老
朽
化
が
進
む
イ
ン
フ
ラ

の
効
率
的
な
更
新
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
李
准
教
授
は
理
論
解
析
と
ト
ン
ネ

ル
現
場
で
の
測
定
デ
ー
タ
を
基
に
、
電

波
が
弱
ま
る「
ヌ
ル
方
向
」を
避
け
た
ア

ン
テ
ナ
配
置
を
提
案
し
、
実
際
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
で
国
内
初
の
無
線
発
破

試
験
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
先
は
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
と
標
準
化
を
目
指
す

そ
う
で
す
。

“
ス
マ
ー
ト
な
”
ボ
デ
ィ
エ
リ
ア

通
信
技
術
の
開
発

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
の
分
野
に
お
い
て

は
、
無
線
ボ
デ
ィ
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
ス
マ
ー
ト
工
場
な
ど
Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
応
用
に
向
け

た
研
究
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
実
現
に
向

け
、
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
技
術
を
用
い
た
小
型
か

つ
大
容
量
、
給
電
回
路
一
体
型
の
偏
波

制
御
ア
ン
テ
ナ
の
開
発
や
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
測

定
に
よ
る
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
伝
送
容
量
の
検
証

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
に
向
け

て
は
、「
セ
ル
フ
リ
ーM

assive 

M
IM

O

な
ど
、
次
世
代
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通

信
シ
ス
テ
ム
の
伝
搬
チ
ャ
ネ
ル
特
性
に

基
づ
く
、
実
験
と
解
析
を
両
立
し
た
端

末
ア
ン
テ
ナ
Ｏ
Ｔ
Ａ
評
価
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
し
た
い
」
と

李
准
教
授
は
展
望
を
語
っ
て
い
ま
す
。

�

【
取
材
・
文
＝
藤
木
信
穂
】

体
安
全
性
を
評
価
す
る
国
際
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
こ
の
手
法
を
標
準
化

に
向
け
て
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
建
設
現
場
に
無
線
通
信

を
導
入

一
方
、
通
信
Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
分
野
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
建
設

現
場
で
発
破
試
験
を
自
動
化
す
る
こ
と
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